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「中央アジア＋日本」対話・首脳会合 

東京宣言 

（仮訳） 

 

２０２５年１２月２０日、東京において、「中央アジア＋日本」対話の第１回

首脳会合が開催され、高市早苗日本国総理大臣、カシム＝ジョマルト・トカエフ・

カザフスタン共和国大統領、サディル・ジャパロフ・キルギス共和国大統領、エ

モマリ・ラフモン・タジキスタン共和国大統領、セルダル・ベルディムハメドフ・

トルクメニスタン大統領及びシャフカット・ミルジヨーエフ・ウズベキスタン共

和国大統領（以下「首脳」という。）は、相互協力の現在の水準に満足の意を表

すとともに、相互協力の展望及び地域・国際情勢について議論した。 

 

 総論  

日本と中央アジアとの間の協力のレビュー 

（１）首脳は、外交関係樹立以降３３年間にわたる日本と中央アジア５か国と

の関係発展を高く評価した。 

（２）首脳は、過去２１年にわたり確立された友好と相互信頼に基づくパート

ナーシップと互恵的協力の維持・強化に貢献してきた「中央アジア＋日

本」対話（ＣＡ＋ＪＡＤ）の貴重な役割を歓迎した。 

（３）過去１０回の「中央アジア＋日本」対話の外相会合の実績を確認し、首

脳は、人づくり、テロ及び暴力的過激主義の予防、薬物問題、国境管

理、農業、防災、水資源等の分野における地域協力や地域の平和と安定

の促進における日本の「触媒」としての役割を称賛した。 

（４）首脳は、高級実務者会合（ＳＯＭ）、知的対話（東京対話）及び様々な分

野における専門家会合等の特別なメカニズムを通じた「中央アジア＋日

本」対話の継続を歓迎した。 

（５）首脳は、２０２４年８月にアスタナで開催されたビジネスフォーラム、及

び２０２５年の第１回首脳会合のマージンで開催されたビジネスフォー

ラムを歓迎した。 

（６）首脳は、２０２３年９月の「中央アジア＋日本」対話・経済エネルギー対

話の立上げと２０２５年９月の第２回対話の開催を確認し、その共同声

明を歓迎した。 

（７）首脳は、経済関係を強化し、具体的かつ実利的な協力を発展させるべく、

日本と中央アジア地域の間の更なる協力を促進する重要性について一致

した。 
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日本と中央アジアとの間の今後の協力の方向性 

（８）２１年間の積み重ねられた協力関係を考慮し、首脳は、「中央アジア＋日

本」対話の第１回首脳会合の結果を強く称賛した。 

（９）これまで達成してきた協力関係に基づき、日本は、互恵的関係を強化する

ための「中央アジア＋日本」対話（ＣＡ＋ＪＡＤ）東京イニシアティブを

立ち上げ、その下で、首脳は、「グリーン・強靭化」、「コネクティビティ」

及び「人づくり」を重点協力３分野として特定した。中央アジア諸国の首

脳は、日本のイニシアティブを歓迎した。 

（１０）日本は、ＣＡ＋ＪＡＤ東京イニシアティブを通じ、政府開発援助（ＯＤ

Ａ）、日本輸出信用機関（ＥＣＡ）、多国間開発銀行、民間金融部門等から

の支援により、グリーン・トランスフォーメーション（ＧＸ）及びデジタ

ル・トランスフォーメーション（ＤＸ）技術を含むがそれらに限られない

日本の技術と知識を活用することで、ビジネス関連人材の育成、中小企業

や地場産業の振興を含め、中央アジア諸国による産業の高度化・多様化を

支援する意向を表明した。首脳は、互恵的な協力の共創と、日本の積極的

な関与による中央アジアと国際社会の連結強化に向けた具体的なプロジ

ェクトの推進のための更なる取組について一致した。 

（１１）首脳は、公衆衛生の向上のための保健・医療分野における中央アジア諸

国への日本の継続的な支援を評価し、医療・保健関連分野の改善につい

て一致した。 

（１２）首脳は、２０２５年２月に日本で開催された中央アジア諸国におけるテ

ロ対策を支援するための法の支配に関するワークショップを歓迎した。

また、首脳は、法の支配を強化するために意見交換を行う「中央アジア＋

日本」法務大臣会合を来年日本において開催するという日本の提案を歓

迎した。 

（１３）首脳は、中央アジアにおいて、５年間で総額３兆円というビジネスプロ

ジェクトの目標を設定した。 

 

 重点協力３分野 

Ⅰ.グリーン・強靱化：中央アジアの気候変動対策に整合的な新産業構築及び

産業高度化を含む協力 

（１４）首脳は、経済成長、エネルギー安全保障及び脱炭素を同時に達成し、

多様な道筋を通じてネット・ゼロ／カーボンニュートラルに向けたエ

ネルギー移行の実施を目指すことの重要性について一致した。 

（１５）首脳は、ネット・ゼロ目標に向けたエネルギートランジションロード

マップ策定の進展を歓迎した。この文脈において、首脳は、ＧＸ技術
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を含むエネルギーインフラプロジェクト及び火力発電所の近代化に

おける潜在的な協力を探求することで一致した。 

（１６）首脳は、気候変動の緩和措置を含む環境分野での具体的な協力の進展を

歓迎した。首脳は、環境問題に関する日・中央アジア閣僚級会合を開催

することで一致した。また、首脳はグリーン経済と強靭化に関する省庁

間会合の開催について一致した。 

（１７）首脳は、パリ協定の枠組みにおいて提出される温室効果ガス排出量に関

するより正確かつ透明性のある報告書の作成に向けた中央アジア諸国

における温室効果ガス観測技術衛星（ＧＯＳＡＴ）シリーズを利用した

中央アジア諸国との協力の進展を歓迎した。 

（１８）首脳は、二国間クレジット制度（ＪＣＭ）パートナー国におけるＪ

ＣＭのための合同委員会の開催を歓迎し、官民協力を推奨した。 

（１９）首脳は、クリーンエネルギーへの移行に不可欠な重要鉱物のサプライチ

ェーンの強化と、鉱物探査及びその他の活動を通じた中央アジアの経

済的強靭性強化の双方に寄与する協力の推進について一致した。 

（２０）首脳は、中央アジア諸国における防災及び都市の強靭性に対する支援に

関する進展を歓迎した。この点に関し、首脳は、国連開発計画（ＵＮＤ

Ｐ）との連携による「中央アジアにおける災害リスクと気候変動に対す

る都市の強靭性向上プロジェクト」の実施及び「中央アジア地域全体の

災害リスク削減体制強化プロジェクト」に対する日本の支援に関する

交換公文への署名を歓迎した。 

（２１）首脳は、中央アジア地域における地震活動を考慮し、地震及び気候変

動の影響を受けたその他の自然災害の脅威からの効果的な市民の保護

を確保するために、「仙台防災枠組２０１５－２０３０」に沿って、

耐震補強による予防措置を講じ、住民に対する早期警報システムを促

進し、地域の全ての国の取組を結集する必要性について一致した。こ

の観点から、首脳は、「日本－世界銀行防災共同プログラム」による

技術協力を歓迎した。 

（２２）世界的な食料安全保障危機への対応として、首脳は、植物遺伝資源の

保全、農耕地の土壌改良、農業及び畜産のバリューチェーンの強化を

含めた強靭で持続可能な農業及び食料システムの構築における協力を

促進することで一致し、同分野における日本と中央アジア諸国とのコ

ミュニケーションの強化を歓迎した。 

（２３）首脳は、ＩＴ産業及び先端技術分野におけるあり得る協力について協議

し、ＧＸなどの多様な分野における政府間及び企業間の連携や、ＤＸを

含むがそれに限られない先進技術を通じた様々な産業の強化のために



4 

 

協力することで一致した。 

 

Ⅱ. コネクティビティ：中央アジア内外における物流・交通・人的交流の強化

及び様々な技術やＤＸを用いた社会課題への対処 

（２４）首脳は、豊富な資源及びエネルギー源に恵まれた中央アジアが、グロー

バルな経済的強靭性を高めるために、国際市場へのアクセスを拡大す

ることの重要性について一致した。 

（２５）首脳は、政府開発援助（ＯＤＡ）を官民の様々な主体を巻き込む触媒

としてより戦略的に活用することで開発効果全体の最大化を目指す日

本の開発協力の取組を歓迎した。この点に関し、首脳らは中央アジア

域内外のコネクティビティ強化に向けた「カスピ海ルート」に関する

協力の促進・拡大で一致した。 

（２６）この文脈において、首脳は、世界税関機構（ＷＣＯ）と連携した税関

職員に対する研修の実施を歓迎した。 

（２７）首脳は、日本と中央アジアとの間の直行便就航に向けた協力の進展を

歓迎した。 

（２８）首脳は、持続可能な観光開発及び地域文化・スポーツイベントへの参加

を含めた文化交流の分野における協力の拡大について関心を表明した。 

（２９）首脳は、自治体間、議会間、学術交流、様々な研修・訓練プログラム、

並びに海外協力隊及びシニアボランティアを通じた青少年・草の根レ

ベルの交流を含む人的交流の拡大を歓迎した。 

（３０）首脳は、平和、安全及び安定を確保するグローバルな交流の効果的な手

段として、議会間交流の重要性と可能性の高まりに留意し、中央アジア

諸国と日本との間の議会間交流のためのフォーラム設立に向けたトル

クメニスタンのイニシアティブと取組に留意した。この文脈において、

首脳はまた、日本における日本・中央アジア諸国友好議員連盟の取組と

貢献を歓迎した。 

（３１）首脳は、その潜在力を活用して持続可能な経済成長を達成し、社会課題

に対応することを目指した、安全・安心で信頼できる人工知能（ＡＩ）

のためのガバナンス及びエコシステムの開発・支援に向けて協力する

ことで一致した。この目的のため、首脳は日本・中央アジアＡＩ協力パ

ートナーシップの創設を歓迎した。 

（３２）首脳は、２０２５年１１月に開催された「中央アジア・コーカサス地域

デジタルコネクティビティセミナー」における議論を歓迎した。同セミ

ナーでは、デジタルインフラ及びデジタルソリューションの整備・展開

を通じて、デジタルコネクティビティが地域の安定及び発展に貢献し
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得る可能性が検討されており、首脳は、パートナー国との継続的な対話

及び協力への期待を表明した。 

 

 

Ⅲ. 人づくり：日本と中央アジアのパートナーシップを通じて能力強化され

た人材による繁栄 

（３３）首脳は、日本人材開発センター、人材育成奨学計画（ＪＤＳ）、日本－

ＩＭＦアジア奨学金プログラム（ＪＩＳＰＡ）、アジア開発銀行－日本

奨学金プログラム（ＡＤＢ－ＪＳＰ）や他の関連団体を通して様々な分

野で実施されている、日本の経験を生かした既存の人材育成関連プロ

グラムの結果を評価した。首脳は、これらのプログラムを通じた公務員

やビジネス関係者の更なる育成に対し期待を表明した。 

（３４）首脳は、女性のエンパワーメント及び女性・平和・安全保障（ＷＰＳ）

にも寄与する「一村一品（ＯＶＯＰ）」運動に関する協力について一致

した。 

（３５）首脳は、日本と中央アジアの中央アジア側の架け橋として機能すること

を見据えつつ、中小企業を含む産業人材や留学生を対象とした事業に

おける成果を歓迎した。 

（３６）首脳は、保健システムの強化に向けた協力を促進することで一致した。

この文脈において、首脳は、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（ＵＨ

Ｃ）の推進を加速するべく、「ＵＨＣナレッジハブ」を通じた協力を含

め、協力を検討することで一致した。 

（３７）上記のイニシアティブを実現するため、首脳は、日本と中央アジア諸国

とのビジネス関係強化の重要性を確認し、海外直接投資の受入れに寄

与するビジネス環境の整備に尽力することで一致した。 

（３８）首脳は、国際的な人材の受入れを通じ日本と中央アジアの架け橋となる

人材を育成すべく協力することで一致した。 

（３９）首脳は、中央アジア国民の日本の大学における研修のための奨学金プロ

グラムの進展を歓迎した。 

 

◆ 国際舞台における協力  

地域情勢・伝統的な不安定化リスクへの対処 

（４０）首脳は、世界における現在の極めて困難な地政学的状況を考慮し、中央

アジア地域の地政学的重要性が高まっているとの認識を共有するとと

もに、法の支配に基づく自由で開かれた国際秩序を維持・強化するため

のパートナーとしての相互協力の重要性を強調した。 
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（４１）首脳は、中央アジア諸国首脳諮問会議が、地域の協力深化、友好・信頼・

善隣関係の雰囲気強化において果たす役割を高く評価し、地域協力の

強化と持続可能な開発促進に向けた域内諸国の取組に対する日本の支

援に謝意を表明した。首脳は、協調的アプローチの構築と共同イニシア

ティブの推進における鍵となるプラットフォームとして、諮問会議の

重要性を強調した。 

（４２）首脳は、全ての国の独立、主権及び領土保全の尊重、武力による威嚇又

は武力の行使の禁止を含む国連憲章の目的及び原則を堅持し、人間の

尊厳を保護及び強化することの重要性を確認した。首脳は、国連安保理

改革の必要性について一致した。 

（４３）アフガニスタンにおける平和の確立なしには、地域のみならず世界の安

全を確保することは不可能であることから、首脳は、アフガニスタン情

勢の早期かつ長期的な安定化への関心を確認した。 

（４４）首脳は、国際社会と共にアフガニスタン国民への支援を継続する用意が

あることを表明した。首脳は、アフガニスタンの地域プロセスへの統合

が、地域の全ての国々の持続可能な発展の重要な要素であることに留

意した。 

（４５）日本、カザフスタン、トルクメニスタン及びウズベキスタンの首脳は、

キルギス共和国とタジキスタン共和国が２０２５年３月１３日に国境

に関する条約に署名したことを歓迎するとともに、両国政府の建設的

な対話により、長年続いてきた国境画定交渉を成功裏に完了させ、この

歴史的な条約の署名にまで導いた両国首脳の政治的意志及び両国政府

の尽力を称賛した。 

（４６）首脳は、関連する国連安保理決議に従った朝鮮半島の完全な非核化への

コミットメントを再確認するとともに、それらの完全な履行の必要性

を強調し、また、拉致問題を含む国際社会が懸念する人道問題の解決の

重要性を強調した。 

 

国際情勢 

（４７）環境問題や人権問題等のグローバルな課題に関し、首脳は、持続可能

な開発目標（ＳＤＧｓ）を達成するべく、人間の安全保障の理念の下

で国連及びその他のフォーラムにおいて協力することで一致した。 

（４８）首脳は、日本及び中央アジア諸国における法の支配を一層推進するため、

法務・司法分野における対話と協力のパートナーとして、日本と中央ア

ジアとの関係を一層強化することを確認した。 

（４９）首脳は、国際的な核軍縮・不拡散体制の礎石及び原子力技術の平和的利
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用を追求するための基礎としての核兵器不拡散条約（ＮＰＴ）の維持・

強化のための協力を継続することで一致しつつ、「核兵器のない世界」

の実現に向けたコミットメントを表明した。首脳はまた、原子力安全、

核セキュリティ及び保障措置（３Ｓ）における最も高い基準の確保が重

要であることを確認した。 

（５０）首脳は、食料安全保障、エネルギー安全保障及び物流の安全を確保する

ことの重要性及び透明で公正な開発金融の重要性を確認した。 

（５１）経済安全保障に関し、首脳は、強靭なサプライチェーンネットワークを

構築及び強化するに当たり、透明性、多様性、安全性、持続可能性及び

信頼性が不可欠な原則であることを認識した。また、首脳は、多角的貿

易体制においてグローバルな経済的強靭性を強化するために、非市場

的政策及び慣行及び経済的威圧への対処について連携及び協力を強化

することの重要性を確認した。 

 

 結語  

（５２）首脳は、日本が「中央アジア＋日本」対話・首脳会合を主催したこと

を高く評価した。 

（５３）首脳は、次回以降の開催国はカザフスタンを起点とする英語アルフ

ァベット順とし、第２回首脳会合の日程は外交ルートを通じて決定

することを確認した。 

 


